
日本の近代紡績事業は鹿児島から 始ま っ た！

　 明治時代になっ て日本の基幹産業と なる 近

代紡績業。斉彬は藩内の船の帆布を 自分たち

で製作する ために紡績事業に力を 入れたと も

いわれています。1 8 5 5（ 安政２ ）年に建てら れ

た郡元水車館では翌年から 紡績が始ま り 、 そ

の後 1 8 5 8 年ごろ に田上水車館に移さ れまし

た。また永吉にも 水車館が築かれ、こ れら が後

の磯の鹿児島紡績所へと つながり まし た。

　 集成館事業で薩摩藩

が独自に行っ た紡績事

業。当時の紡績事業につ

いて調べてみよう ！

田上水車館機織場跡碑
P1 9 / マッ プ 

　 梳綿と は、も つれあっ た繊維

を 解き ほぐ し て 1 本 1 本の繊

維に分離する こ と です。当時は

こ れら の機械を 使い、綿糸・ 綿

布を 製造し ていまし た。

　 蒸気機関の実用化前の

薩摩は、 水車動力の利用

が盛んで し た。郡元水車

館・ 田上水車館・ 永吉水

車館などで機械紡績に取

り 組みま し た。大幅織機

は、 薩摩独自で製作さ れ

たと 考えら れます。

梳綿機

薩摩の在来技術（ 水車動力の機械紡績）

　 大和国（ 奈良県） 出身、 江戸・ 長崎で

蘭学を 学び、 斉彬が進めた反射炉建設を

担当。 忠義が行っ た留学生派遣や鹿児島

紡績所の建設に関わり まし た。

1826 年～1895 年

イ ギリ ス人技師たちのために建てら れた「 異人館」は

日本人の技術で建てら れた、当時と し てはめずら し い洋風建築だっ た！

洋式紡績機械を購入後、イ ギリ ス人技師から 直接

指導を受けた薩摩の職人たちは明治時代になり 、

紡績の技術を全国に伝えていっ た！

　 鹿児島紡績所建設にあわせて、イ ギリ ス人技師たちのため

に建てら れたも ので、1 86 7（ 慶応３ ）年に完成し まし た。

　 薩摩藩が用意し た異人館に、 技師

たち は家財・ 日用品を 持ち 込みまし

た。異国の地で、イ ギリ スの食器を手

に、 または写真を 眺めながら 祖国や

家族のこ と を 考えていたのかも し れ

ま せん。短い滞在期間で し たが多く

の職人の指導にあたり まし た。

技師たちの薩摩での暮ら し

イ ギリ ス人技師たちイ ギリ ス人技師たち

建設当初の異人館建設当初の異人館

　 イ ギリ ス人技師が指導に来る 前

から 、 薩摩独自の技術で大幅織機

を 製作する 技術を も っ ていた薩摩

の人々は、 わずか１ 年と いう 期間

で蒸気機関を 動力と する 洋式紡績

の技術を習得し まし た。

日本初の洋式紡績工場
1867年

鹿児島紡績所完成

短期間で 紡績技術を 習得

歴 史歴 史歴 史 ワンポイント

　 1 8 6 7 年、日本で初めてと なる 洋式紡績工場が完成し ま し た。

　 イ ギリ スから 技師を 招き 、6 部門に分かれて、約 1 年間、職工の技術指導

を 行いま し た。職工 2 0 0 人が 1 日 1 0 時間働いたと 言われていま す。

　 1 5 代将軍の徳川慶喜は、 1 8 6 7 年政権を

朝廷に返し 、 2 6 0 年余り 続いた江戸幕府は

終わり を告げまし た。
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　 石河確太郎は、 斉彬

から 紡績事業が日本

の近代化に と っ て 大

変重要に な る と 聞か

さ れていまし た。

　 日本初の洋式機械

を 備えた紡績工場が

操業。職人た ち も イ

ギリ スの技師から 技

術を学びまし た。

　 石河は、斉彬の考え

を 藩主・ 忠義ら に 伝

え、イ ギリ スから 紡績

機械を 購入する よ う

に訴えまし た。

　 使節団と し て イ ギ

リ ス に渡っ た五代ら

は、プラ ッ ト 社から 紡

績機械を購入、技師の

派遣も 依頼し まし た。

英国で紡績機械購入を 契約する

日本初の洋式紡績工場が操業藩主・ 忠義に紡績工場の建設を 勧める

斉彬から 紡績事業の重要性を 教わる

こ こ も 見てみよう

薩摩

の職人たち

はどんな思いで

技術を覚えた

のかな？

郡元水車館の大幅織機『 薩州見取絵図』

カ ク イ 株式会社蔵（ 尚古集成館展示）

石河確太郎

石河確太郎

近代化
物語

遠い

異国で暮ら し

た技師たちはどん

な思いで過ごし て

いたのだろ う ？

鹿児島紡績所

集成館機械工場

 鹿児島紡績所技師館
（ 異人館）

旧鹿児島紡績所技師館（ 異人館）　 P1 7 / マッ プ 3

ぼう せき
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たい

き かん
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ぶん り

めん めんし

ぷ

と

ざい

そ めん き

（ 想像図）参考『 集成館古写真』

はた おり あとじょ う ひ

当時の磯地区のよ う す
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1 8 6 8
明治元

1 8 6 9
明治 2

1 8 7 1
明治 4

1 8 7 2
明治 5

1 8 7 7
明治10

1 8 9 4
明治27

1 8 9 7
明治30

斉彬の夢を 受け 継ぎ 日本近代化の礎を 築い た！

明 治 期 の 主 な 動 き

鹿児島県西暦
元号

その他
国内外

明治政府成立

五箇条の御誓文が

出さ れる

皇族・ 華族・ 士族・

平民の別が定めら れる

日清戦争が起こ る

（ ～1 8 9 5 ）

官営八幡製鐵所

操業開始（ 1 9 0 1 ）

廃藩置県を 実施

欧米使節団派遣

官営工場と し て 富岡

製糸場が建てら れる

西南戦争が起こ り 、

集成館などが焼失

英国人医師ウィ リ アム・

ウィ リ スがま ねかれ、

医学校お よ び 病院が

設立さ れる

島津忠義が死去

鹿児島紡績所廃止

1 9 1 5
大正 4

集成館廃止

　 西郷隆盛と 同じ 加治屋町に生まれ、

と も に倒幕運動の中心と なっ た人物。

明治維新後は、新政府の指導者と し て、

近代日本の基礎を 築き まし た。

1830 年～1878 年

造船技術の進歩によ り 物流が発達、鉄の量産によ り 重工業化がすすんだ。

斉彬から 紡績の大切さ を教えら れた石河確太郎は、

全国各地に紡績事業を広めていっ た！

官営の工場をつく る

『 堺紡績所絵図』『 堺紡績所絵図』

堺紡績所

受け継がれた斉彬の夢
1868年～

近代国家日本の誕生

歴 史歴 史歴 史 ワンポイント

　 1 8 6 8 年、 明治政府が誕生。 海外視察から 日本に戻っ た大久保利通

を 中心に、 明治政府は、 外国から 各分野の技術者を 招く な ど 、 産業

の振興に力を 入れま し た。

　 薩摩・ 長州藩出身者を 中心と し た新政府は、

欧米諸国に早く 追いつく ために、経済力と 軍事

力の強化に重点を 置いた政治を 行いまし た。
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　 集成館事業を 通じ て

強く 豊かな国づく り を

目指し た藩主・ 斉彬に

若き 日の大久保は憧れ

を抱き まし た。

　 海外視察から 日本

に 戻っ た 大久保は、

官営工場を 建設する

など、 日本の近代化

を進めまし た。

　 大久保は明治維新

後、 新政府の中心で

新し い国づく り のた

めの様々な政策を 実

行し まし た。

　 欧米使節団と し て

訪れた西洋で、 大久

保は先進的な技術や

政治のし く みについ

て学びまし た。

海外視察で外国の技術にふれる

日本の近代化を リ ード し た明治新政府の中心で活躍し た

大久保は藩主・ 斉彬に憧れていた

大型ド ッ ク の建設により

洋式船の修理・ 造船が可能に

製鉄技術の研究は全国へ拡大

洋式高炉で鉄の量産が可能に

1 8 7 2 年頃の富岡製糸場1 8 7 2 年頃の富岡製糸場

1 8 7 7 年の長崎造船所1 8 7 7 年の長崎造船所 1 9 0 0 年の八幡製鐵所

集成館事業で

使われていた機械

と よく 似た

機械が使われて

いるね！

広島紡績所
（ 広島県五日市市）

堺紡績所（ 大阪府堺市）

鹿島紡績所
（ 東京都北区）

鹿児島紡績所（ 鹿児島市）

三重紡績所（ 三重県四日市市）

豊井紡績所（ 奈良県天理市）

遠州二俣紡績所（ 静岡県天竜市）

愛知紡績所（ 愛知県岡崎市）

下野紡績所（ 栃木県真岡市）

富岡製糸場（ 群馬県富岡市）

市川紡績所（ 山梨県市川大門町）

下村紡績所（ 岡山県倉敷市）
玉島紡績所（ 岡山県倉敷市）

長崎紡績所
（ 長崎県長崎市）

島田紡績所（ 静岡県島田市）

薩摩から 広がっ た

紡績事業

近代化
物語

　 政府は模範的な製糸場を つく る 方針を

決め、 フ ラ ン ス人技師を 招きまし た。 富

岡製糸場は1 8 7 2 年に完成し た工場で、

石河確太郎が糸繰り 機械を 3 0 0 台設置し

まし た。 当時の工場と し てはと ても 大き

なも のでし た。

　 幕末、長崎の商社を通じ て購入さ れた洋式船は、中国で使

われていた中古船が多く 故障が絶えませんでし た。薩摩藩

家老の小松帯刀と 五代友厚ら は英国人グラ バーと と も に、

1 8 6 6 年、長崎市小菅に修船場を造る計画を立て、1 8 6 9 年

にそれを実現。後に長崎造船所へと 発展し まし た。

造船

紡績

製鉄

（ 長崎県長崎市）

（ 長崎県長崎市）

三菱長崎造船所 
ジャ イ アント ・ カ ンチレバーク レーン

小菅修船場跡

（ 福岡県北九州市）

東田第一高炉跡

（ 岩手県釜石市）

橋野鉄鉱山

　 薩摩藩士・ 竹下清右衛門と 水戸藩の反射炉建設に取り

組んでいた盛岡藩士・ 大島高任は、 1 8 5 8 年、 岩手県釜石

市の洋式高炉で、 日本で初めて鉄鉱石を 原料にし た製鉄

に成功し まし た。 その技術は、 1 9 0 1 年に操業を 開始し た

官営八幡製鐵所に引き 継がれまし た。

1851 1857 1858 1865 1867 1869 1872 1890 1901

日
本
近
代
化
の
歴
史

集成館事業始まる 韮山反射炉完成 小菅修船場完成 官営八幡製鐵所

操業開始

端島炭坑

採掘開始

集成館機械工場完成

集成館反射炉完成集成館反射炉完成 橋野高炉完成 官営富岡製糸場完成鹿児島紡績所・ 異人館完成

西
暦

■ 写真左

■ 写真右

■ 写真左

■ 写真右

製鉄

製鉄製鉄

製鉄

製鉄

造船造船

紡績

石炭

紡績

石河確太郎

　 堺紡績所は、 薩摩藩によ

り 18 70（ 明治３ ）年、 全国

2 番目の近代紡績工場と し

て開設さ れまし た。

き ん　 だい　 こ っ 　 　 か
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いと く

し

ほう し ん

ぞ う せ ん せ い て つ
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製鉄
せい てつ

多く の人材が育った！ 現在につながる近代化物語

薩摩藩の集成館事業は日本の近代化につながっ ていっ た！

日本の近代化の歴史を 訪ねる 旅　 ～まと め～

関吉の疎水溝（ 取水口）

　 日本で 先駆け て 近代化を

進め、 数多く の事業に取り 組

んだ 薩摩藩には多く の技術

者が育ち、 全国にその技術を

伝えまし た。

　 1857 年反射炉を 完成さ せ

た薩摩藩。製鉄の技術は、 やが

て鉄道を 敷き、 船や蒸気機関

を つく る ためにも 利用さ れ、

日本の近代化にと っ て重要な

役割を果たし まし た。

　 1 8 5 5 年、 薩摩藩が日本初の蒸気

船を 建造し てから 、 わずか5 0 年余

で 、 日本は西洋と 肩を 並べる 造船

大国になり まし た。 　

　 現在、わが国は世界でも ト ッ プク ラ スの産業国家と なり まし たが、その近代化の始まり を たどる と 、

1 9 世紀半ばに斉彬が手がけた集成館事業に行き 着き ます。今のわたし たち のく ら し は、 斉彬が描いた

夢を 受けつぎ、 その実現に向けて知恵と 工夫と 努力を 積み重ねてき た、 多く の人々の営みの上に築か

れている のです。

集成館事業集成館事業

火力 水力

石炭

造船

日本製鉄㈱九州製鉄所（ 福岡県） 三菱重工業㈱長崎造船所（ 長崎県）三菱重工業㈱長崎造船所（ 長崎県）

小菅修船場跡（ 長崎県）小菅修船場跡（ 長崎県）

紡績

旧鹿児島紡績所技師館（ 異人館）旧鹿児島紡績所技師館（ 異人館）

　 斉彬は、 みんなが仲よく 、 心をひと つに豊かな生

活ができ るよう にし て、日本を外国に負けない近代

国家にすると いう 大きな夢を描いていたんだね。

　 薩摩のこ と だけじ ゃ な く 、 日本全体のこ と を

考えていたのがすごいなあ！

　 多く の薩摩藩士や職人た ち が技術を 広め て

いっ たのね。

　 集成館事業は、当時、日本の近代化を リ ード する

ト ッ プ ラ ン ナーだっ たんだわ。

　 先人たち は、 外国のすぐ れた技術

を 学び、自分のも のにし て、産業の発

展に生かそう と いう 、 同じ 思いを 抱

いていたんだね。

　 こ う し て身につけた高い技術力が、

造船、製鉄、紡績など、さ まざまな産業

分野で日本の近代化を 進め

る 原動力にな っ て いっ た

んだよ。

わたし の

描いた夢は

みんなの力で

実現さ れて

いっ たんだ

島津斉彬

第
４
章
　
　

日
本
近
代
化
の
礎

九州新幹線 N 7 0 0 系

豪華客船 飛鳥Ⅱ輸出さ れる自動車

東京スカ イ ツリ ー東京スカ イ ツリ ー

三菱長崎造船所
ジャイアント ・ カンチレバークレーン

（ 長崎県）

旧集成館（ 反射炉跡） 昇平丸

寺山炭窯跡

橋野鉄鉱山（ 岩手県） 韮山反射炉（ 静岡県）橋野鉄鉱山（ 岩手県） 韮山反射炉（ 静岡県）

三池炭鉱宮原坑（ 福岡県） 富岡製糸場（ 群馬県）堺紡績所三池炭鉱宮原坑（ 福岡県） 富岡製糸場（ 群馬県）堺紡績所

三菱長崎造船所
ジャイアント ・ カンチレバークレーン

（ 長崎県）

三池炭鉱万田坑（ 熊本県・ 福岡県）

せき たん ぼう せき

ぞう せん

はん し ゃ

けん ぞう

さ き

たず

ゆた

はん し

せん

いだてん

はっ

じ ん ぎ じゅつ

し ま づ

えちげんじ つ つ いと な きず

が

えが ゆめ

じ つ げん

し きじ ょ う

ろ
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旧集成館（ 反射炉跡）

行って みよ う 　 見て みよ う

みんな の身近に あ る 近代化産業遺産

！ ！

旧集成館機械工場（ 現在の尚古集成館 本館）

　 斜めになっ た石が燃焼室の下部で、石

組みはカ ミ ソ リ の刃も 通さ ないほど 精

密に組まれています。石垣に開けら れた

溝は山手から の湿気を 断ち 切る ための

も のです。

1

2

校外
学習

ここを見てみよう 『  基礎部の構造 』

い　 　 　 　 さ ん

旧鹿児島紡績所技師館（ 異人館）3

4 5 水力発電用ダ ム跡6

ワン ポイ ン ト 解説

　 反射炉跡の裏山には、水車

動力を 得る ために引かれた

水路の石組みの一部が残っ

ています。

　 島津忠義は、 1 8 6 6 年紡績工場の建設を は

じ め、 こ こ が日本で 最初の近代的な 紡績工

場と なり まし た。

　 磯では船の開発と 研究が行われ、 1 8 5 4 年

には、「 伊呂波（ いろ は）丸」と 名付けら れた最

初の洋式帆船が完成し まし た。

　 1 8 9 2 年には、 ダムで発電さ れた電気が仙

巌園邸内に引かれ、就成所から 御殿までの電

話にも 使われまし た。

亀腹石 石壁 内部の梁内部の梁

いし 　 ぐ

　 日本で最も 古い洋式石造工場で、丁寧

に 積み上げた 石壁に はノ ミ 跡が残り

人々の苦労を 感じ さ せます。基礎部には

亀腹石と 呼ばれる 和風の建築様式も 見

ら れます。

ここを見てみよう 『  石組みの技術 』

よう 　 ふう そう 　 し ょ く

　 イ ギリ ス人技師の宿舎と し て建てら

れた木造の建物は、見た目は洋館ですが

屋根の作り 方には日本の建築技術が使

われています。洋風につく ら れた装飾を

探し てみよう 。

ここを見てみよう 『  洋風の装飾 』

ワン ポイ ン ト 解説

　 石造り の外壁や和風様式

が見ら れる 内部の梁な ど か

ら 、薩摩の技術者が自力で建

てたこ と が見て取れます。

ワン ポイ ン ト 解説

　 館内には、西洋式の家具な

どが展示さ れ、当時のイ ギリ

ス 人技師た ち の暮ら し ぶり

が伝わっ てきます。

鹿児島紡績所跡碑 造船所跡碑

水路の石組み水路の石組み反射炉跡 燃焼室の下部 通気口

旧集成館機械工場

旧集成館（ 反射炉跡）

仙巌園
御殿

鹿児島湾（ 錦江湾）

尚古集成館

1

2
6

3 旧鹿児島紡績所
技師館（ 異人館）

疎水溝

鶴灯籠
薩摩切子

ガラス工場

異人館新管理棟

P

P

P

P

水力発電用ダム跡

溶鉱炉跡推定地

　 仙巌園、 尚古集成館や異人

館は、 庭園や館内の見学の際

に入館料が必要です。

就成所跡

造船所跡碑5

鹿児島紡績所跡碑4

近代薩摩焼発祥地碑

世界遺産オリエンテーションセンター

10

集成館事業編
磯地区M A P

集成館事業の水車動力や木炭づく り を支えた 2 つの近代化遺産

集成館事業の中心と なっ た磯地区で、 鹿児島から 始まっ た日本近代化の歴史にふれてみよ う！

取水口

寺山炭窯

関吉の疎水溝

疎水溝
（ 水路）

稲荷川

反射炉

水車と

熔鉱炉
崖の落差を

利用し て 水に勢いを

つけ水車の動力に

動力水車に

水を 供給

火力の強い

白炭を 製造

水車を 回し

風を 送る

白炭を 燃料に用い

大砲を 製造

ねん し ょ う  し つ

せい

なな

せんがん い じ ん

かん

えん しょ う こ

はり

がい へき

いし  がきみつ

みぞ し っ  け

せき  ぞう

かべ あと

てい  ねい

かめ  ばら   いし けん  ちく   よ う   し き

し ま づ ただ よし けんせつ

しゅうてい ない

集成館事業を動かし て

いたパワーの源ね。
みな も と

せいじ ょ ご てん

はん せん

はつ でん よう

も くすい し ゃ どう り ょ く たん

あと ひ ぞう せん じょ

関吉の疎水溝（ 取水口）7
せき よし しゅ すいぐちそ すい こう

寺山炭窯跡8
てら やま すみ がま あと

も く  ぞう

　 集成館事業の行われた 磯地区

には大き な川がなかっ たため、背

後の吉野台地を 流れる 稲荷川か

ら 水を 引き 、水車動力を 得ていま

し た。関吉から 取水さ れる 疎水溝

は地形を 利用し て延ばさ れ、現在

で も 一部は農業用水路と し て 利

用さ れています。

　 石炭がな かっ た 薩摩藩で は大

量の鉄を 溶かすために質の良い

木炭がたく さ ん必要でし た。磯に

近く 木炭に適し たシ イ やカ シ の

多い寺山に大き な炭窯が造ら れ、

木炭の中で も 火力の強い白炭が

焼かれたと いわれています。

よし

の

い   なりの

せき たん

し ろ ずみ

てき

しゅく 　 しゃ

き 　 　 そ 　 　 ぶ

つる どう ろ う

よう こ う すい ていろそ

いそ

すいこ う

こ う  　 ぞう

きゅう

ぼう せき じょ ぎ し かん

き かい こう じょう

取水口遠景

集成館と それを支えた

水車動力・ 燃料

〈 イ メ ージ図〉

がけ

はんし ゃ 　 ろ

し ゅ すいぐ ち

いなり   がわ

し ろ ずみ

よ う こ う 　 ろ

現在の疎水溝 用水路 内壁の石組 炭窯の内部
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身近にある 、 鹿児島の近代化産業遺産・ 関

連資産に つい て 紹介し ま す。 身近に あ る 、

鹿児島の近代化産業遺産・ 関連資産につい

て紹介し ます。

行って みよ う 　 見て みよ う

みん な の身近に あ る 近代化産業遺産

！ ！校外

学習

12

　 藩内の船の帆布を 自給する ため

に紡績事業を 行う 郡元水車館が造

ら れ、 後に田上水車館に移さ れま

し た。

13

　 斉彬は鹿児島城内で、日本で初め

ての電信実験を 行い成功し まし た。

探勝園にこ れを 記念し た石碑があ

り ます。

曽木発電所遺構（ 伊佐市）18

串木野鉱山 五反田会館（ いちき 串木野市）17

　 串木野鉱山は江戸初期か

ら 続い た 金鉱山。五反田会

館は 1 9 1 3 年に発電所と し

て造ら れたレ ン ガ造り の工

場で し た。県内で は数少な

いレ ン ガ建築の貴重な建物

です。

山ヶ 野金山

（ 永野金山）

16 　 山ヶ 野金山は、 当時、 横

川町山ヶ 野と さ つ ま 町永

野の２ つ の町に ま た がる

大金山で、 永野金山と も 呼

ばれまし た。 1 6 4 0 年に発

見さ れ、 一時は年間産金量

が日本一と な る こ と も あ

り ま し た。幕末、 薩摩藩は

山ヶ 野金山の近代化を 進

め、 1 8 6 7 年には、 西洋の

鉱山技術を 取り 入れる た

めフ ラ ン ス 人鉱山技師コ

ワニーを 招き 、 明治維新後

は水力発電に よ る 採掘も

行われまし た。

　 曽木発電所は、1909

年に造られた、 当時と

し て は国内最大級の

出力を 誇る 発電施設

でし た。1966年の鶴田

ダムの完成と と も に

湖底に沈むこ と にな

り まし たが、5 月～ 9 月頃は水位が低下し 、その姿を現し

ます。国の登録有形文化財に登録さ れています。

肥薩線（ 霧島市・ 湧水町）19 根占砲台跡（ 南大隅町）20

知覧製鉄遺跡群（ 南九州市）21

　 知覧の製鉄炉は

高さ ５ ｍほど の高

炉状のも ので、自然

の切石を 利用し て

築い た と 言われて

います。知覧の厚地

松山では水路跡が、

二ツ 谷で は製鉄炉が発見さ れていま す。こ う し た

在来技術が集成館事業に活かさ れたよ う です。

安房森林軌道（ 屋久島町）22

　 屋久島の森林軌

道は、国有林開発の

基地で あ っ た 小杉

谷・ 石塚集落と 安

房を つ な ぐ 唯一の

交 通 手 段 で し た。

1 9 2 2 年から 建設

が始まり その後年々延長さ れ、総延長は 2 6 km に

も なり まし た。

蘭館山（ 奄美市）23

　 1865 年、 薩摩藩

は、ト ーマス・ ウォ ー

ト ルズと マ ッ キ ン

タ イ ラ ー 2 名の外

国人技師を 奄美大

島に送り 、 白糖工場

を 建設さ せま し た。

工場の背後の山は、 西洋人が住まう 山と いう こ と で

「 蘭館山」と 呼ばれるよう になり まし た。

集成館事業や日本の近代化の

資金源と なっ た鹿児島の金山資源

鹿児島県内編

鹿児島市内編

砲術館跡14

　 幕末、 外国の脅威に対抗する た

めに 洋式砲術が採用さ れま し た。

砲術館はこ の訓練な ど を 行っ た場

所です。

谷山作硝場跡15

　 火薬の原料で ある 硝石を 製造す

るために、1 8 6 3 年に谷山中之塩屋

に作硝場が築かれまし た。

新波止砲台跡 天保山砲台跡

祇園之洲台場跡

大隅横川駅 嘉例川駅

1 5 0 ポンド 砲（ 復元）

鹿児島市湾岸に築かれた 3 つの砲台

田上水車館機織場跡碑

　 肥薩線は熊本、宮崎、鹿児島の３ 県を 貫き 、線路

沿いに数多く の木造駅舎が残っ ていま す。大隅横

川駅や嘉例川駅の駅舎は、 開業から 1 0 0 余年を

迎え、国の登録有形文化財に登録さ れています。

山ヶ 野金山集落

胡麻目坑口跡

（ 霧島市横川町山ヶ 野、さ つま町永野）

　 薩摩藩が日本の近代化を リ ード する こ と が

で き た理由のひと つに、 島津家の直轄事業と

し て 進めら れた金の発掘があり ま し た。 県内

に残る 遺産を 訪ねてみよう 。

　 鹿児島市湾岸に残っ ている ３ つの砲台跡では、 大砲の台座などの石組みが見ら

れます。 薩英戦争の舞台と も なっ たそれぞれの砲台跡で当時の様子を イ メ ージし

てみよ う 。

市街地M A P

県広域M A P

きず

し きん げん し げん

さ つ

い

ご ま もく こ うぐち

こ う ざん

まね めい じ

さ い く つ

い し ん

ぎ し

あつ ち

まつやま

ふた つ

ざいらい

や

ろ や く し ま

はく と う

おお

し ま

こ すぎき ち

だに

ゆい いつ

えん そうちょ う

いし づか

こ う

ろ

きり いし

ほこ

つる た

　 根占の砲台跡は、

幕末当時の原型を

残し ています。砲台

は後から 復元し た

も のですが、高さ ３

ｍ、幅４ ｍの規模で

築かれた 御影石の

石垣は延長 6 0 ｍにも なり 、 中央に砲身を 構えた

凹部が２ つ残っ ています。

み かげ いし

ほう し ん

おう ぶ

つらぬ

もくぞ ぞう おお すみ よこ

がわ か れい がわ

と う  ろく  ゆう  けい ぶん  か  ざい

えき し ゃこ てい

つく

けん ちく き ちょ う

よこ

がわ

さ ん

はっ く つ

たず

し ま づ ちょ っ かつ

えい

ほ ぬの

たんし ょ う えんう つ

ぼう こおりもとせき

きょ う か やく

なか しお やの

せきしょ う

く ん れん

い たい こ う

てん ぽ ざん

天保山砲台跡11

　 現在は地中に 埋ま っ て い

る 部分も あり ますが、台座の

跡を 見る こ と ができ ます。

う

新波止砲台跡9

　 護岸の石垣や大砲の台座

の石組みがき れいな 状態で

残っ ています。

し ん は と

ご がん いし がき だい ざ

祇園之洲台場跡10

　 薩英戦争後修復さ れた と

い われる 石垣がき れいに 組

まれた様子が見ら れます。

ぎ おん の す

しゅう ふく

ほう かんじゅつ たに やま さく しょう じょう

た がみ すい かん はた おり あと ひじょうし ゃ

やま が の きん ざん

なが の きん ざん

く し き の ご たん だ かい かん

そ ぎ はつ でん し ょ い こう ひ さ つ せん ね じ め

ち らん せい てつ い せき ぐん あん ぼう しん り ん き どう らん かん やま

電信使用の地碑
でん　 し ん　 ひ
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「 明治日本の産業革命遺産」を知ろう！
世界

文化遺産

■ 橋野鉄鉱山

■ 三池炭鉱・ 三池港

   （ 宮原坑、 万田坑）

   （ 専用鉄道敷跡）

   （ 三池港）

■ 三角西港

■ 小菅修船場跡

■ 三菱長崎造船所 第三船渠

■ 三菱長崎造船所

　  ジャイアント ・ カンチレバークレーン

■ 三菱長崎造船所 旧木型場

■ 三菱長崎造船所 占勝閣

■ 高島炭坑

■ 端島炭坑

■ 旧グラ バー住宅

■ 三重津海軍所跡

■ 官営八幡製鐵所

   （ 旧本事務所）

   （ 修繕工場）

   （ 旧鍛冶工場）

■ 遠賀川水源地ポン プ室

■ 萩反射炉

■ 恵美須ヶ 鼻造船所跡

■ 大板山たたら 製鉄遺跡

■ 萩城下町

■ 松下村塾

■ 韮山反射炉

「 明治日本の産業革命遺産」は、2 3 の資産で構成さ れて いま す。

■ 旧集成館

■ 寺山炭窯跡

■ 関吉の疎水溝

エリ ア 2【 鹿児島県】

エリ ア 6 【 長崎県】

エリ ア 5 【 佐賀県】

エリ ア 8 【 福岡県】 エリ ア 1【 山口県】

エリ ア 3 【 静岡県】

エリ ア 4 【 岩手県】

エリ ア 7【 福岡県・ 熊本県】

製鉄・ 製鋼

造船

石炭産業

■ 旧集成館 ■ 寺山炭窯跡 ■ 関吉の疎水溝

　 海・ 山・ 渓谷な ど 優れた 景観のある 自然

や独自の進化が見ら れる生態系など。

【 日本の自然遺産】

屋久島、知床、白神山地、小笠原諸島

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島

　 世界遺産と は、国境を 越えて人類が共有し 、次の世代に受け継いでいく べき 遺産のこ と です。

1 9 7 2 年に国連のユネスコ 総会で採択さ れた世界遺産条約に基づいて、現在世界中に 1 ,0 0 0 件

を 超える 世界遺産が登録さ れています。

※和食などの「 無形文化遺産」は、世界遺産と は別の条約（ 2 0 0 3 年採択）に基づいて登録さ れています。

　 日本の工業は、江戸時代の終わり から明治時代にかけて、西洋の新し い技術と 日本の伝統技術を組み合わせて改良さ れ、わずか 50 年の間に急速

に発展し まし た。世界の中で、短期間のう ちに近代的な工業化（ 機械による大量生産）に成功し た国は、ヨ ーロッ パやアメ リ カ以外の国では日本だけ

です。

　 その中心と なっ た工業が、製糸・ 紡績（ 繊維から糸を作るこ と ）などの軽工業と 、製鉄・ 造船などの重工業です。そのエネルギーには石炭が必要な

ため、石炭の産出量が多い九州では、特に石炭産業が発展し まし た。

　「 明治日本の産業革命遺産」は、鹿児島県と その他の 7 県（ 熊本県、佐賀県、長崎県、福岡県、山口県、静岡県、岩手県）に保存さ れている製鉄、造船、石

炭産業に関連する 23 の遺産群です。日本の工業化への大きな原動力と なった重工業の遺産と し て、2015 年 7 月、世界文化遺産に登録さ れまし た。

　 鹿児島県内では、3 つの資産が、世界文化遺産に登録さ れまし た。

みんなの身近にある世界遺産を直接見て、当時の人達がどんな想いでこ れら を築いたのか考えてみよう！

自然遺産

世界遺産
人類共通の宝 　 未来へ継承すべき 価値のある 建

造物群や遺跡など。

　 産業革命遺産も 文化遺産の一つ

です。

【 日本の文化遺産】

姫路城、厳島神社、平泉、古都京都

の文化財、富士山、富岡製糸場など

文化遺産

　「 自然遺産」「 文化遺産」 それ

ぞれの価値を併せも つも の。

複合遺産

世界遺産と は？

『 明治日本の産業革命遺産 製鉄・ 製鋼、造船、石炭産業』は

2 0 1 5 年 7 月に世界文化遺産に登録さ れまし た！

みんなで守っ ていく

こ と が大切なんだね

【 表紙・ P1 4・ 15】集成館写真・ 明治 5 年の磯地区（ 1 872 年撮影）： 尚古集成館／【 表紙・ P4】

反射炉図：『 薩藩海軍史』より ／【 P1・ 2】斉彬が使用し た世界地図： 尚古集成館／【 P1】宝島事件・

射殺さ れたイ ギリ ス人： 鹿児島県歴史資料センタ ー黎明館／【 P1 】 アンソ ン湾におけるイ ギリ

ス、 ネメ シス号の中国兵船砲撃： 財団法人東洋文庫／【 P1 ・ 5 】「 薩州見取絵図」集成館の様子：

武雄市図書館・ 歴史資料館／【 P1 】 ハイ ネ『 ペリ ー横浜上陸図』： 横浜開港資料館所蔵／【 P1・

7】 薩英戦争絵巻： 尚古集成館／【 P1 】 岩倉使節団： 財団法人岩倉公旧蹟保存会／【 P1 ・ 1 3・

14】 八幡製鐵所・ 創業当時の写真（ 伊藤博文公来所記念 1 900 年）： 日本製鉄株式会社九州製

鉄所／【 P2】中城王子上国船行列図： 尚古集成館／【 P2】伝島津斉彬所有の地球儀： 尚古集成館

／【 P2】斉彬ローマ字日記： 尚古集成館／【 P3】島津斉彬肖像画： 尚古集成館／【 P4 】薩摩焼の耐

火レンガ： 尚古集成館／【 P5】『 薩藩海軍史』雲行丸機械図： 尚古集成館／【 P5・ 15 】昇平丸模型：

尚古集成館／【 P5 】薩摩切子（ 紅・ 青）： 尚古集成館／【 P6】近代薩摩焼（ 金襴手風俗大花瓶）: 歴

史資料センタ ー黎明館／【 P6】斉彬の銀板写真： 尚古集成館／【 P6 】鶴灯篭： 仙巖園／【 P6 】木村

嘉平の活字： 尚古集成館／【 P6】電信機用電線： 尚古集成館／【 P7】島津久光肖像画 : 尚古集成

館／【 P7】チャ ールズ・ ワーグマン『 生麦事件』: 福富太郎コ レク ショ ン／【 P8】薩摩側の砲弾と

イ ギリ ス艦隊の砲弾： 尚古集成館／【 P8】『 薩英戦争絵巻』祇園之洲砲台： 尚古集成館／【 P8 】薩

英戦争関係図： N PO 法人かごし ま探検の会／【 P9 】五代友厚 : 国立国会図書館／【 P1 0】薩摩藩

英国留学生（ ２ 枚）: 尚古集成館／【 P1 0】ト ーマス・ グラ バー : 長崎市／【 P10】旧グラ バー住宅 :

長崎市／【 P1 0】 薩摩藩英国留学生渡欧の地・ 薩摩藩英国留学生記念館 : いち き 串木野市／

【 P11】石河確太郎写真 : 尚古集成館／【 P 12・ 14・ 15 ・ 18 ・ 2 1・ 22・ 表 4 】旧鹿児島紡績所

技師館（ 異人館）： 鹿児島市／【 P12 】建設当初の異人館： 尚古集成館／【 P12】イ ギリ ス人技師た

ち： 尚古集成館／【 P1 2】『 薩州見取絵図』郡元水車館の大幅織機 : 武雄市図書館・ 歴史資料館／

【 P13・ 14・ 15】 富岡製糸場 : 東京国立博物館 Im age： TN M  Im age Arch ives ／【 P1 3】 東海

丸場架中 : 三菱重工業株式会社長崎造船所／【 P1 3】大久保利通写真 : 国立国会図書館／【 P1 4・

15】 戎嶋紡績所絵図 : 堺市立中央図書館／【 P15】 熱延工場圧延風景 : 日本製鉄株式会社九州製

鉄所／【 P15】 三菱重工長崎造船所 香焼工場： 三菱重工業株式会社長崎造船所／【 P2 0】 串木野

鉱山 五反田会館 : 三井串木野鉱山株式会社／【 P20】奄美蘭館山 : 大島支庁

■ 写真・ 資料提供 ■ 参考文献

島津斉彬の集成館事業（ 尚古集成館）／島津斉彬～大海原に夢を抱いた殿様～（ 尚古集成館）／

薩摩と イ ギリ ス～海が結んだ絆～（ 尚古集成館） ／海洋国家薩摩～海が育んだ薩摩の文化～

（ 尚古集成館） ／激動の明治維新～世界が動いた その時日本は 薩摩は 琉球は～（ 鹿児島県歴

史資料センタ ー黎明館） ／鹿児島県の近代化遺産（ 鹿児島県教育委員会） ／鹿児島市の文化財

（ 鹿児島市教育委員会）／九州遺産 近現代遺産編 1 01（ 弦書房）

■ かごし まタ イ ムト ラ ベル　 編集委員会

福田 賢治（ 鹿児島市維新ふる さ と 館 館長）

松尾 千歳（ 尚古集成館 副館長）

吉満 庄司（ 鹿児島県総合教育セン タ ー 教科教育研修課 研究主事）

佐々木 幸男（ 鹿児島市教育委員会 管理部文化課 主幹兼主任指導主事）

田邉 源裕（ 鹿児島市企画財政局企画部 政策企画課 主幹）

（ 順不同敬称略）　 ※委員の役職は 2 0 1 1 年度作成時点のも の

■ 発行者 ［ 印刷］2 0 2 4 年 3 月

鹿児島県観光・ 文化スポーツ 部 世界文化遺産室

〒8 9 0 -8 5 7 7  鹿児島市鴨池新町 1 0 番 1 号

Te l  0 9 9 -2 8 6 -2 3 6 4 　 Fa x  0 9 9 -2 8 6 -5 5 9 0

E-m a il  :  se k a ib u n k a @ p re f.k a g o sh im a . lg . j p

【 製作】　 株式会社ト ラ イ 社

〒8 9 2 -0 8 3 4  鹿児島市南林寺町 1 2 -6 　 　 TEL.0 9 9 -2 2 6 -0 8 1 5

マチュ ・ ピチュ（ ペルー）

ピラ ミ ッ ド（ エジプト ）屋久島（ 日本）

■ 旧集成館（ 反射炉跡） ■ 旧集成館機械工場 ■ 旧鹿児島紡績所技師館（ 異人館）

行っ てみよ う！

仙巌園

※寺山炭窯跡は、復旧工事中です（ 令和６ 年３ 月現在）。

こ つこ っ きょ う

や

かん

きゅう ほん じ む し ょ

えい

し ゅう ぜん こ う じ ょ う

こ う じ ょ うかきゅう じ

おん が がわ

み え つ かい ぐん し ょ あと

こ すげ し ゅう せん ば あと

ききゅう

きゅう じ ゅう たく

ばがた

せん かくし ょ う

たか たん

きゅう し ゅう せい かん

てら やま

せき よし そ すい こう

すみ がま あと

こ う

たん こ う

し ま

は し ま

みつ びし なが さ き だい さ んぞう せん じ ょ せん き ょ

すい げん ち し つ

や はた はぎ はん し ゃ ろ

し ょ う か そんじ ゅく

にら やま はん

み いけ こ うみ いけ たん こ う

みやの はら こ う

せん よう てつ どう

み すみ にし こ う

じ き あと

まん だ こ う

し ゃ ろ

はし の てっ こ う ざん

え び す

おお いた やま

はぎ じ ょ う か まち

い せきせい てつ

が ばな ぞう せん じ ょ あと

せい てつ じ ょ

わた はぎ

さ が

にら やま

かま いし

み いけ

なが さ き

こ く れん さ い たく

けい けい けんか ち

ぞう

あわ

ユネスコ（ U N ESCO ）

　「 国際連合教育科学文化機関」 を

意味し 、 国際連合の専門機関と し

て、 共に生き る 平和な地球社会の

実現を めざし 、 官民協力によ る さ

まざまな活動を行っ ています。 
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